
   

    

             

 
 

  

  

自
信
人
生2

0
0

年  

春
の
練
功
会
を
終
え
て 

❀
如
詩
如
画 

如
喜
如
訴
❀ 

 ２
０
１
７
年
４
月
９
日
、
春
風
春
雨
の
中
で
第

２
９
回
春
の
練
功
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
桜
盛
開
の

市
川
市
じ
ゅ
ん
菜
池

緑
地
に
鴨
が
低
く
飛

び
、
魚
が
潜
る
雨
の

中
、
４
７
名
の
気
功

愛
好
家
の
皆
様
は
五

彩
繽
粉
の
傘
を
片
手

に
持
ち
な
が
ら
新
鮮

な
気
の
採
気
体
験
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
姿
は
も
う
気
功
修

行
者
で
す
。 

 

中
国
の
古
い
諺
に

『
春
雨
貴
如
油
』 

春
の
雨
は
と
て
も
貴
重
で
珍
し
い
も
の
で
す
。
水

で
は
な
く
、
大
自
然
の
油
で
す
。
春
雨
の
気
は
陰

の
気
で
冷
静
、
落
ち
着
く
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、
身

体
栄
養
、
潤
滑
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

雨
の
中
、
微
風
徐
来
、
桜
の
花
び
ら
が
一
枚
一

枚
落
ち
て
彩
る
水
面
の
上
は
陰
の
気
が
蒸
騰
し
て

霧
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
は
片
手
に
傘
を
持
ち
な

が
ら
も
、
専
念
帰
一
、
動
作
標
準
、
呼
吸
平
均
、

一
糸
不
乱
の
練
功
は
素
質
が
と
て
も
高
く
て
美
し

い
で
す
。
如
詩
如
画
、
如
喜
如
訴
。 

今
回
の
練
功
会
は
于
雷
気
功
研
究
会
本
部
と
各

気
功
師
主
宰
教
室
の
気
功
修
練
者
総
勢
４
７
名
で

す
。
皆
様
お
忙
し
い
中
、
一
般
意
識

で
は
悪
天
候
の
中
で
熱
心
に
練
功

会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
気
功
健
身

事
業
を
ご
支
持
く
だ
さ
る
事
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
と
て
も

気
持
ち
よ
く
、
楽
し
い
練
功
会
で
し

た
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 気
功
新
概
念 

 

  

気
功
は
中
国
６
千
年
の
歴
史
を

持
ち
ま
す
。
紙
が
発
明
さ
れ
記
録
が

残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
晋
代(

紀

元
２
０
０
～
４
０
０
年)

の
気
功
は
医
家
気
功
、
儒

家
気
功
、
道
家
気
功
、
佛
家
気
功
の
四
流
派
が
中

心
で
し
た
。
そ
の
発
祥
の
医
家
は
紀
元
前
４
０
世

紀
、
儒
家
・
道
家
・
佛
家
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
紀

元
前
５
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

当
時
医
家
気
功
は
導
引
・
摂
生
・
大
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舞
、
道
家
気
功
は
吐
納
・
煉
丹
、
儒
家
気
功
は
修

身
・
正
心
、
佛
家
気
功
は
参
禅
・
止
観
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
言
い
方
で
は

気
功
の
全
て
を
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
世
の
人
は
気
功
を
呼
吸
法
・
体
操
・
心

霊
術
な
ど
と
言
い
、
気
功
を
理
解
で
き
な
い
人
の

中
に
は
偏
見
を
も
つ
人
も
い
ま
す
。  

 

気
功
の
概
念
に
関
す
る
最
新
の
解
明
は
「
中
華

養
生
実
用
宝
典
」
の
第
一
巻
１
３
３
頁
で
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
気
功
は
調
節
姿
勢
、

訓
練
呼
吸
、
放
松
身
心
、
支
配
意
念
の
上
で
行
わ

れ
る
節
律
の
あ
る
肢
体
運
動
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
期
の
練
習
に
よ
っ
て
身
心
と
自
然
が
一
体

融
合
で
き
ま
す
。
自
身
の
意
念
活
動
と
生
命
活
動

が
密
接
に
結
合
し
ま
す
。
生
命
活
動
と
身
体
の
機

能
活
動
増
強
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
気
功
は
人
体
の
潜
在
能
力
の
開
発
、
養
生
保

健
、
防
病
治
病
、
延
年
益
寿
、
智
慧
開
発
に
対
し

て
巨
大
の
作
用
を
も
ち
ま
す
。 

 

気
功
は
中
医
学
６
千
年
の
経
験
の
総
結
で
す
。

整
体
生
命
観
の
基
礎
の
上
で
行
わ
れ
る
人
体
生
命

活
動
、
培
養
強
化
の
技
術
、
身
心
高
度
平
衡
の
学

問
で
す
。
完
整
的
理
論
系
統
を
も
つ
、
特
定
の
意

識
支
配
の
方
法
、
強
化
意
識
支
配
機
体
の
能
力
で

す
。
気
功
は
生
命
機
能
の
強
化
、
潜
在
能
力
の
開

発
に
よ
っ
て
精
神
と
形
体
の
完
美
統
一
の
目
標
を

達
成
し
ま
す
。 

 

儒
家
気
功
と
中
庸
の
道
（
一
） 

 

儒
家
気
功
の
始
め
は
紀
元
前
五
世
紀
で
す
。
代

表
人
物
は
孔
子
。
儒
家
気
功
の
最
高
の
理
想
は
修

身
、
正
心
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

誠
心
は
天
・
地
・
人
気(

生
命
力
の
気)

を 

集
め
ま
す
。  

１
、
誠
心
は
儒
家
気
功
の
中
で
一
番
大
切
な
品
格 

で
す
。
誠
心
に
よ
っ
て
天
・
地
・
人
気
を
う 

ま
く
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
天
・
地
・ 

人
気
を
中
和
の
レ
ベ
ル
ま
で
上
げ
、
人
と
天 

地
自
然
を
平
和
適
応
さ
せ
ま
す
。 

２
、
誠
善
は
人
の
本
性
で
す
。
道
徳
の
理
想
境
界 

で
す
。
皆
様
は
そ
の
た
め
に
練
功
し
ま
す
。 

修
身
養
性
、
上
は
天
の
道
と
相
通
じ
、
下
は 

天
地
万
物
と
生
き
ま
す
。
中
は
人
と
和
諧
交 

流
し
、
人
気
を
集
め
、
楽
し
み
、
幸
福
な
生 

活
に
な
り
ま
す
。  

３
、
真
誠
の
人
が
自
分
の
本
性
を
発
揮
で
き
、
人 

気
を
集
め
、
衆
人
の
本
性
を
生
か
し
、
万
物 

の
本
性
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し 

て
天
地
の
循
環
を
手
伝
い
、
生
命
を
培
育
し 

ま
す
。
誠
心
の
人
は
ま
ず
自
分
自
身
に
対
し 

て
誠
心
し
ま
す
。
そ
の
後
は
他
人
に
誠
心
す 

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
更
に
誠
善
で
き
る
と 

聖
人
に
な
り
ま
す
。
誠
善
は
聖
人
の
本
で
す
。 

４
、
誠
は
人
気
を
集
め
る
方
法
だ
け
で
は
な
く
、 

社
会
の
人
た
ち
が
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
法
則
で
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
信
用
が
と
れ

ま
せ
ん
。
真
誠
に
感
動
さ
せ
ら
れ
な
い
人
は
存
在

し
な
い
の
で
す
。 

 

三
国
時
代
、
孔
明
は
十
万
の
軍
で
曹
操
の
五
十

万
の
大
軍
と
対
戦
し
ま
す
。
当
時
孔
明
軍
の
う
ち

二
割
の
兵
士
は
定
年
引
退
の
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

孔
明
は
定
年
の
約
束
を
守
り
、
大
戦
の
前
に
引
退

の
兵
た
ち
を
帰
郷
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
兵
た
ち
は
故
郷
に
帰
ら
ず
戦
い
ま
し
た
。
結

果
、
孔
明
は
五
十
万
の
曹
操
軍
に
勝
ち
ま
し
た
。

勝
っ
た
原
因
は
誠
で
天
・
地
・
人
気
を
集
め
た
こ

と
で
、
萬
衆
一
心
、
勝
利
を
自
分
の
手
に
握
り
ま

し
た
。 

 

不
良
心
理
状
態
修
正
方
法 

◆
恥
じ
る 

恥
じ
る
こ
と
は
他
人
に
笑
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ

る
心
理
状
態
で
す
。
人
と
交
流
す
る
時
、
怖
い
と

恥
じ
る
と
い
う
心
理
は
、
怖
い
は
心
の
中
の
感
受

で
、
恥
じ
る
は
外
在
表
現
で
す
。
他
人
の
評
判
を

と
て
も
気
に
す
る
。
そ
し
て
決
定
力
が
あ
り
ま
せ

ん
。
人
と
交
流
出
来
な
い
。
自
分
の
能
力
を
発
揮

出
来
な
い
。
生
活
の
品
質
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
、

身
心
の
健
康
を
害
し
ま
す
。 



恥
じ
る
こ
と
は
生
ま
れ
つ
き
で
は
な
く
、
生
存
環
境

で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。 

気
功
修
正
の
具
体
的
方
法 

１
、
独
立
意
識
を
作
る
こ
と
。
自
信
を
作
る
こ
と
。
信 

念
を
も
つ
こ
と
。 

心
理
状
態
純
正
。
行
為
端
正
。
心
は
動
揺
し
ま
せ

ん
。 

２
、
知
識
更
新
を
心
掛
け
る
。 

新
功
法
、
理
論
を
勉
強
す
る
。
見
聞
を
広
め
る
。

他
人
と
交
流
す
る
。 

３
、
相
手
の
善
意
を
信
じ
る
。
失
敗
す
る
こ
と
を
怖
が

ら
な
い
。 

４
、
大
胆
に
実
践
す
る
こ
と
は
経
験
総
結
に
な
る
。 

◆
疑
う 

疑
う
の
は
異
常
心
理
状
態
で
す
。
原
因
不
明
な
こ
と

は
疑
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
信
も
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
う
心
理
は
恨
み
と
不
満
の
情
緒
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
意
念
の
目
標
は
敵
視
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ

で
は
人
間
関
係
は
出
来
ま
せ
ん
。
身
心
の
健
康
を 

損
害
し
ま
す
。
心
理
学
者
た
ち
は
性
格
に
原
因
が 

あ
り
、
内
向
性
、
心
が
狭
い
、
安
全
感
が
な
い
と

説
明
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
良
心
理
状
態
を
作
り

ま
す
。 

気
功
修
正
の
具
体
的
方
法 

１
、
良
好
の
人
間
環
境
を
作
る
努
力
を
す
る
。 

例 

気
功
教
室
に
参
加
す
る
。 

 
 

健
全
な
理
論
を
支
持
す
る
。 

ま
ず
自
信
を
作
る
。 

 
 

相
手
を
信
用
す
る
。 

２
、
理
想
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活
を
す
る
。 

 
 

気
功
練
功
の
達
成
感
を
楽
し
み
に
満
足
感
を

大
切
に
す
る
。 

３
、
自
己
を
反
省
す
る
。 

他
人
に
対
し
て
寛
容
に
な
る
。 

相
手
の
良
い
と
こ
ろ
を
思
う
。 

４
、
理
性
的
に
事
実
を
分
析
す
る
。 

 
 

友
達
と
一
緒
に
研
究
、
分
析
す
る
。 

 
 

人
を
許
す
。 

◆
怒
り 

社
会
と
家
庭
生
活
の
中
で
は
物
事
に
対
す
る
認

識
が
違
い
ま
す
。
あ
る
人
は
喧
嘩
の
方
法
で
解
決

し
よ
う
と
し
ま
す
。
相
手
を
攻
撃
し
、
そ
の
結
果
、

自
分
の
希
望
と
真
逆
な
方
向
に
発
展
し
ま
す
。 

と
て
も
気
の
毒
で
す
。 

怒
り
は
肝
を
傷
つ
け
ま
す
。
そ
の
結
果
血
圧
が

上
が
り
、
心
臓
病
や
胃
潰
瘍
も
頻
発
し
ま
す
。
正

に
心
身
健
康
の
大
敵
で
す
。 

気
功
修
正
の
具
体
的
方
法 

１
、
冷
静
さ
を
取
り
戻
す
。
積
極
的
に
感
情
調
節

が
出
来
る
よ
う
に
学
ぶ
。
他
人
の
立
場
で
考

え
る
。
怒
り
の
中
で
も
平
静
の
意
念
を
使
う
。 

２
、
宣
泄
情
緒
。
怒
り
の
本
を
分
析
、
解
析
す
る
。 

 
 

よ
く
相
手
又
は
友
達
と
話
す
。 

３
、
生
活
に
楽
な
規
律
を
作
る
工
夫
を
し
て
疲
労
、

睡
眠
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。 

４
、
生
活
と
仕
事
の
環
境
を
変
え
る
。
心
の
焦
り

を
消
す
。
十
分
な
休
養
を
と
る
。
大
自
然
を

体
感
で
き
る
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
く
。 

 
 

自
身
を
解
放
す
る
。 

◆
孤
独 

孤
独
で
い
る
こ
と
は
異
常
心
理
状
態
で
す
。
孤 

独
な
情
緒
は
意
念
も
な
く
、
外
部
の
事
物
に
関
心

が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
交
流
す
る
活
動
に
参
加
し

ま
せ
ん
。
面
倒
く
さ
が
り
で
ぐ
う
た
ら
な
生
活
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
悪
い
精
神
的
刺
激
が
一
番

の
原
因
で
す
。
例
え
ば
、
家
庭
破
壊
、
理
想
破
滅
、

失
恋
、
進
学
失
格
、
仕
事
が
出
来
な
い
、
定
年
後

の
生
活
環
境
変
化
な
ど
。
心
理
学
の
研
究
で
孤
独

は
認
知
症
の
一
番
の
原
因
で
あ
り
、
孤
独
は
死
亡

率
の
高
い
病
気
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

気
功
修
正
の
具
体
的
方
法 

１
、
開
闊
天
地 

多
方
位
で
人
生
を
認
識
す
る
。 

 
 

ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
に
負
け
な
い
よ
う
に

勇
気
を
だ
す
。 

２
、
外
に
出
る
。
世
界
の
人
物
と
交
流
。
自
然
と

人
間
の
間
に
親
和
感
を
作
る
。
努
力
を
す
る
。 



３
、
趣
味
を
持
ち
、
教
室
に
通
う
。 

４
、
多
種
の
自
然
に
適
応
し
、
国
際
的
人
間
環
境

に
適
応
す
る
。 

平
等
の
生
活
を
作
る
。
人
種
、
国
境
を
越
え

て
共
同
意
識
を
持
つ
。 

◆
う
つ 

現
実
の
生
活
の
中
で
は
私
た
ち
は
新
し
い
分
野

に
対
し
て
挑
戦
が
続
き
ま
す
。
そ
し
て
困
難
に
挫

折
し
ま
す
。
仕
事
、
恋
愛
、
家
庭
な
ど
理
想
と
か

け
離
れ
て
う
ま
く
い
か
な
い
時
、
う
つ
に
な
り
や

す
い
で
す
。
孤
独
な
性
格
で
情
緒
冷
や
か
、
交
流

下
手
の
人
が
う
つ
に
な
り
や
す
い
で
す
。 

身
心
健
康
に
厳
し
い
影
響
が
あ
り
、
血
圧
、
血

糖
値
が
高
く
な
り
心
臓
病
、
癌
な
ど
多
発
す
る
。

重
い
精
神
病
に
も
な
る
。 

 

気
功
修
正
の
具
体
的
方
法 

１
、
良
性
意
念
を
持
つ
。
楽
観
的
人
生
態
度
、
開

放
的
性
格
を
作
る
。 

２
、
誠
意
を
も
っ
て
信
頼
で
き
る
友
を
作
り
、
相

談
す
る
。 

３
、
毎
日
鏡
の
前
で
微
笑
む
。 

４
、
楽
し
み
の
番
組
を
見
た
り
、
楽
し
い
活
動
に

参
加
す
る
。 

 

♡
気
功
練
功
会
参
加
は
と
て
も
良
い
選
択
肢
で
す
。 

古
仙
人
高
級
気
功
４
６
式 

 

第
三
式
、
彭
祖
観
井 

本
名
は
銭
鏗
。
彭
祖
は
尊
称
で
す
。 

８
０
０
歳
ま
で
生
き
た
間
に
４
９
人
の
妻
と
５ 

４
人
の
子
を
持
ち
ま
し
た
。
彭
祖
の
房
中
術
は
中

国
漢
民
族
が
続
く
為
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

 
 

南
極
仙
翁
の
仙
人
名
が
あ
り
ま
す
。 

意
念
は
天
地
に
１
つ
ず
つ
あ
る
井
戸
の
水
の
中 

に
自
分
の
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
気
の
流
れ
が

よ
く
な
る
。
仙
人
の
不
思
議
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ

い
て
い
て
効
果
が
大
き
い
。 

     

第
四
式 

嘯
父
補
履 

紀
元
前
２
０
世
紀
の
人
物
。
河
北
省
出
身
。
朝

か
ら
晩
ま
で
露
店
で
靴
を
修
理
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
何
十
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
不

思
議
な
不
老
の
術
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

新
鮮
な
花
を
食
べ
る
仙
人
で
す
。
不
老
の
術
は

皇
帝
の
耳
に
も
入
り
帝
師
に
な
り
ま
し
た
。 

左
片
足
で
立
ち
、
右
膝
を
曲
げ
て
両
手
で
持
つ
。

左
足
の
膝
を
曲
げ
て
沈
ん
だ
時
に
左
３
回
、
右
４

回
横
を
向
く
。
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
足
の
パ
ワ
ー

を
つ
く
る
。 

      

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
７
０
・
２
１
５
５
・
７
１
３
４ 


